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価することができるのではないかと考えた。本
単元では、ワークシートと授業構成の工夫を行
うことで、生徒の「主体的に学習に取り組む態
度」の育成と評価を試みた。

　単元を通して「主体的に学習に取り組む態度」
を育成するには、ワークシートの工夫が必要で
ある。単元を通して１枚のワークシート（以下、

「単元プリント」）にまとめることで、生徒が学
びを振り返って自己調整をしやすくなるだけで
なく、授業者も生徒の粘り強く取り組む姿勢や
予想を補足、修正しながら調整して学習する様
子を見取って評価することができる。
　単元の導入として、単元の「問い」（単元を
貫く問い）に興味をもたせる工夫が必要である。

「自己調整学習」でも、学習の初期（予見）段
階で目標を設定したり、興味や関心をもたせた
りして学習者の動機付けを高めておくことは、
その後の学習に大きな影響を与えると考えられ
ている。
　「北海道地方」の単元の「問い」として、「なぜ北
海道は魅力度ランキング１位なのか？」を設定
した（図１-①）。民間の研究所が毎年行ってい
る地域ブランド調査で、北海道は15年間連続
で１位を獲得している※。単元の初めに、生徒
に都道府県の魅力度ランキングを予想させる。
京都府と予想する意見が多く、北海道が15年
連続で１位という結果に驚きと興味をもつ生徒
が多い。生徒の興味関心が高まったところで、
学習課題を提示して、予想とその理由を「単元
プリント」に記述させる。予想の理由を書かせ
る際に、これまでの学習で学んだことや生活経

2
「主体的に学習に取り組む態度」
を育成するワークシートの工夫と
評価

　現行の学習指導要領では、学習評価の観点と
して①知識・技能、②思考・判断・表現、③主
体的に学習に取り組む態度の３つが示されてい
る。この中で、特に「主体的に学習に取り組む
態度」の育成や評価が難しいと感じている教員
が多いのではないか。
　そこで、本稿では「主体的に学習に取り組む
態度」の育成に着目した単元づくりとその評価
方法を紹介する。取り上げる単元は、地理的分
野の「北海道地方」である。本校では、「日本
の諸地域」の学習は、地域的特色を生徒がイメー
ジしやすい「北海道地方」から学習を始めている。
　「主体的に学習に取り組む態度」は、「粘り強
く学習に取り組む」と「自ら学習を調整する」
の２つの側面からなるものである。特に「自ら
学習を調整する」ことは、教育心理学における

「自己調整学習」の研究を踏まえている。
　「自己調整学習」は、「動機付け、行動、メタ
認知によって、自分自身の学習過程に能動的に
関与している学習」と定義され、予見（学習目
標や計画を立てる段階）、遂行（課題解決を行
う段階）、内省（自己評価を行う段階）という
３段階の学習サイクルが連続することで学びが
深まるとされている。「自己調整学習」では、
学習動機を持ち続け、絶えず自分の学習状態を
振り返り、目標を再設定したり、学び方を修正
したりしながら継続的に学習に取り組むことが
重要である。
　単元をつくる際に、この「自己調整学習」の
考え方を組み込むことで、単元を通して生徒の

「主体的に学習に取り組む態度」を育成して評

1 はじめに

東京都　八王子市立上柚木中学校　主任教諭　田代 憲一

「主体的に学習に取り組む態度」を
育成する単元づくり
―「日本の諸地域　北海道地方」を事例に―

※株式会社ブランド総合研究所　地域ブランド調査2023 https://news.tiiki.jp/articles/4854（2024年９月閲覧）
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験に基づいて考えるように指導する。これは、
根拠をもって自分なりの予想を考えさせるため
である。
　予想を記述した段階で一度「単元プリント」
を回収する。「単元プリント」にある「◎〇△」
は学習改善につなげる評価（形成的評価）であ
り、「Ａ～Ｃ」は評定に用いる評価（総括的評価）
である。予想を書く段階では形成的評価を行い、
生徒に返却する。評価基準は以下の通りである。

◎：�これまでの学習や生活経験に基づいて具体的に予想
の理由を書いている。

○：�これまでの学習や生活経験に基づいて予想の理由を
書いている。

△：�記述がなかったり、「何となく」のような記述だっ
たりする。

　返却の際に、「◎」の評価を得た記述内容を
全体で共有するなど、どのような考え方で予想
をつくるとよいのかの見本を示したい。
　「北海道地方」の単元は全６時間（５時間の
授業と１時間のまとめ）である。毎時間の終わ
りに、「単元プリント」に自分の予想の補足や
修正を記述させることで、自分の考えを振り
返ってメタ認知を行い、単元を通して自分の予

想を調整するという学習サイクルをつくる（図
１-②）。また、毎時間 違った視点から、北海
道が魅力度ランキング１位の理由を追究するこ
とで、多面的・多角的な見方・考え方を働かせ
る。
　単元の途中（遂行）段階での評価は学習改善
につなげる評価（形成的評価）であり、「単元
プリント」の「◎○△」で行う。ここでの評価
基準は以下の通りである。

　「単元プリント」内の「◎○△」の横のスペー
スはコメントを書くためのものである。印をつ
けるだけでなく一人一人にコメントを書くと、
より生徒の学習改善につながる（コメントは時
間的に難しければ書かなくてもよい）。ここで
も返却の際に、「◎」の評価を得た記述内容を
全体で共有するなど、どのような考え方で授業
の振り返りを記述すればよいのかの見本を示し
たい。

◎：�授業内容を正確に理解したうえで自分の予想に対し
て具体的に補足、修正をしている。

○：�授業内容を予想と関係づけながらまとめている。
△：�授業内容の理解が不十分であったり、予想と結び付
かない記述だったりする。

図１　北海道地方の「単元プリント」（一部略）
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　最後に、「意欲をもって学び続けることがで
きたか」（粘り強さ）と「自分で調整しながら
学ぶことができたか」（調整力）を自己評価さ
せる（図１-⑤）。自己評価は、評定に用いる評
価にはしないことを事前に生徒に伝える。時間
に余裕があれば、周囲の生徒と完成したプリン
トを読み合い、よいところをまねさせたい。
　このように、単元を通して「単元プリント」
を記述させることで、生徒の「主体的に学習に
取り組む態度」を育成して評価も行った。

　「主体的に学習に取り組む態度」を育成する
には、授業の中でペア学習やグループ学習など
他者と関わりながら学ぶことが有効である。教
育心理学の研究では、「自己調整学習」は他者
との関係性や相互作用の影響を受けることが知
られている。「自己調整学習」では、他者の話
を聞いたり話し合ったりする時間を設けること
の重要性が挙げられており、友人と議論を行っ
ている学習者ほど、「自己調整学習」能力が高
いことが明らかになっている。
　ペアまたはグループで協働学習を行うことで、
生徒は自分が調べた情報にほかの人から得た情
報、ペアやグループで話し合った情報を加え、
自分の考えを修正・補足して獲得する知識の調
整を行う。ワークシートに記述することで、生
徒は自分の考えや獲得した知識を整理するとと
もに、授業者は生徒の自己調整の過程を見取る
ことができる。
　「北海道地方」の単元では、第４時の「北海
道の産業」で、地図帳・教科書や資料集を使っ
て北海道地方の「畑作（農業）」「酪農」「漁業」
を分担して調べ、グループで情報を出した後で、

「工業」について話し合いながら資料を読み取
る学習を行った。生徒が協働して取り組む３つ
の課題を設定した。

Ｃ：�「単元プリント」の記述がない。または、次の単元
とのつながりの記述がない。

※�「Ｂ」評価でも「Ａ」に近い場合は「B＋」、「Ｃ」に近い場
合は「B－」にしている。

3 「主体的に学習に取り組む態度」
を育成する授業構成の工夫

　毎時間クラス全員の「単元プリント」を回収
して評価することは難しいため、「北海道地方」
の単元では２時間目の終わりにクラスの半分の
プリントを回収して評価（形成的評価）し、４
時間目の終わりに残り半分のプリントを回収し
評価して返却した。
　単元の終わり（６時間目）に、単元のまとめ
として「単元プリント」を完成させる。毎時間
の振り返りを読み直して、単元の「問い」に対
する自分なりの答えをまとめる。単元のまとめ
は、「思考・判断・表現」の総括的評価を行う。「単
元プリント」の「AB＋BB－Ｃ」に印をつける。
３段階だとＢ評価に幅があって評価が難しいた
め、５段階で評価している。
　「自己調整学習」の内省（自己評価を行う）
段階では、単元初めの予想と単元のまとめを比
較し、その違いや深まりを自己分析するという
メタ認知を行う（図１-③）。これにより、自分
の考えが単元を通してどのように調整されたの
かを自覚することができる。「主体的に学習に
取り組む態度」の「調整力」で総括的評価を行
う。評価基準は以下の通りである。

　また内省段階では継続的な学びのサイクルを
つくるために、次の学び（単元）とのつながり
について考えさせる。次の単元を学習するうえ
で役立ちそうな「学んだこと」や「学び方」を
まとめさせ、単元プリント全体の取り組みも見
ながら「主体的に学習に取り組む態度」の「粘
り強さ」で総括的評価を行う（図１-④）。評価
基準は以下の通りである。

Ａ：�違いや深まりを自分なりの視点をもって具体的に分
析している。

Ｂ：�違いや深まりを比較しながら記述している。
Ｃ：比較した記述がない。
※�「Ｂ」評価でも「Ａ」に近い場合は「B＋」、「Ｃ」に近い場
合は「B－」にしている。

Ａ：�単元を通して学び続けたことが「単元プリント」か
ら見取ることができ、次の単元に役立ちそうなこと
を自分なりの視点をもって具体的に記述している。

Ｂ：�「単元プリント」から学び続けたことを読み取るこ
とができ、次の単元で役立ちそうなことを記述して
いる。
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　Ｑ２は、各自で調べた「畑作（農業）」「酪農」
「漁業」の知識を基に、読み取れることを話し
合うことになる。畑作、酪農、漁業が盛んな地
域の近くに食品加工の工場がつくられているこ
とに気付き、その理由について追究させる。「北
海道の食品加工工場では、どのようなものが生
産されているのか」という補助発問をして、調
べさせるのもよい。
　Ｑ３は、自分で調べたり他者から教わったり
した「畑作（農業）」「酪農」「漁業」について
の知識とグループの話し合いで学んだ「工業」
の知識を基に、北海道の工業出荷額で「食品」
の割合が多い理由をまとめる。
　第４時の最後には、「単元プリント」に「な
ぜ北海道は魅力度ランキング１位なのか？」に
ついて産業の視点から予想の補足や修正を行い
ながら、授業の振り返りを記述する。

　本稿では、地理的分野で実践した「主体的に
学習に取り組む態度」の育成に着目した単元づ
くりとその評価方法を取り上げた。この単元で
作成したワークシートはまだ試作段階ではある
が、ほかの地理的分野の単元や歴史的分野、公
民的分野でも応用することができると考える。
　「主体的に学習に取り組む態度」を短期的に
身につけさせることは難しい。社会科の三分野
を通して長期的に継続して訓練していく必要性
を感じている。また、「主体的に学習に取り組
む態度」を発達段階に合わせてどのように発展、
深化させていくのかを今後追究していきたい。

4 おわりに

Ｑ１　�全国平均と比べて北海道の工業出荷額にはどのよ
うな特徴があるのか？（地図帳p.143⑤㋒・図３）

Ｑ２　�食品の工場はどのようなところに分布しているの
か？　その理由は？（地図帳p.143④・図２、⑤・
図３、p.144⑦・図４、p.158④）

Ｑ３　�「北海道の産業」の学習を振り返って、Q１の理
由をまとめましょう。

　生徒は、グループで話し合いながらＱ１～３
の答えをワークシートに記述し、班ごとに意見
を発表して共有した。

帝国書院のWebサイトに、
「単元プリント」を掲載いたします。

〈参考文献〉
・�福谷泰斗、皆川直凡「自己調整学習の理論に基づく

振り返り活動が中学生の学習動機づけに与える影響
－ポートフォリオを導入した社会科学習プログラム
の開発とその教育効果の検証－」、『応用教育心理学
研究』第38巻第２号、2022年

・�梅津正美編著『「主体的に学習に取り組む態度」の学
習評価完全ガイドブック 中学校社会』、明治図書、
2022年

図２　『中学校社会科地図』p.143「④農業」
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量と養殖」
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あ ばしり

さ ろ ま

て し かが

もんべつ

る べ しべ

な よろ

おう む

れ ぶん
わっかない

やぎしりとう

え さし

まつまえ

り しり

る もい

シャクコタン

サッポロペッ

エンルム

シペッ

シルエトク

チパシリ

オムイ

モペッ

ルペシペ

サルオマペッ

クッチャロ テシカカフラヌイ

チュクペツ

モペッ

モルエラ二

トマクオマナイ

レプンシリ ヤムワッカナイ

テシオペッ

リシリ

ヤンケシリ

ルルモッペ

オタオルナイ

ニムオロ

ナイオロプト

シモカプ

サルペットヤ

イクスウンシリ

エサウシイ

オペレヘルプナイ

（本流）

（大地の先）

（祭壇のある島）

（流れ出る川）
（岩の上）（くさいにおいのするところ）

（流木がつまるところ）

（湿原にある川）
しつげん

（夏，村）

（乾いた大きい川）

（岬）

（河口がわかれている川）

河口がふさがる
ところ

（静かな川）

（秋，川）
（谷のところの川）

（沖の島） （冷たい水の川）

（やなの多い川）

（高い島）

（揚げる，島）

（瀬の静かな川）

砂浜の中に
ある川

路にそって
下るもの

流れのゆる
やかな川

甚だ静かで平和
な上流の場所

はなは

頭を浜に出し
ているもの

（湖の岸） （沼の奥にある川） （湿地の川）
それの向こう
側にある島

（小さい坂）

1877（明治10）～1896（明治29）年
1897（明治30）～1907（明治40）年

鉄道の建設

アイヌ語に由来する地名
　　　　　　　　　　 ゆ らい

はアイヌ語，（　）内は意味

江戸時代の交易場所

1887（明治20）年まで
1907（明治40）年まで
とんでんへいそん

こうえき

明治時代の開拓地域

屯田兵村

赤字

アイヌ語の意味
ペッ→大きい川
ナイ→小さい川・沢
ポロ→大きい

〔北海道地名分類字典，ほか〕

1：6,500,000
0 50km

石
狩
川

天塩川

サロマ湖

広尾
いわし

厚岸
さんま

釧路
いわし，
すけとうだら

根室
さんま

歯舞
たら

羅臼
たら2.0

4.7

紋別
ほたて貝

5.7

網走
すけとうだら

4.3

枝幸
ほたて貝

4.6

12.4

1.2

稚内
ほっけ

2.8

1.7

室蘭
すけとうだら1.2

湧別
ほたて貝

1.9

常呂
ほたて貝

4.0

森
ほたて貝

1.9

砂原
ほたて貝

1.6

小樽
ほっけ 1.5

浦河
すけとうだら

0.8

函館
いか

虻田
ほたて貝 0.5

4.5

0.5

ひろ　お　

あっけし

くし　ろ

　ね　むろ

はぼまい

　ら　うす

もんべつ

　あ　ばしり

　え　さしわっかない

むろらん

ゆうべつ とこ ろ

もり

　さ　わら

　お　たる

うらかわ

はこだて

あぶ　た　

5000t
3万t

15万t

ほたて貝 おもな漁獲物

水あげ量－2018年－

おもな養殖業＊

さけ・ますのおもな
採卵場・ふ化場

ほたて貝
かき

こんぶ
＊栽培漁業を含む
さいばい　　　　　　ふく　　

1：6,500,000
0 50km

〔水産物流通調査，ほか〕

＊2図共通
田

畑

湿地
しっ ち

河
運
津
篠

川

狩

石

川

狩

石

〔昭和29年 当別より作成〕 〔平成9年 当別より作成〕

1：75,000
0 1500m

1：75,000
0 1500m

2019年
5140ha

1970年
4882ha

1960年
4138ha

1950年
2747ha

田 5.0%

5.8

96.4%

52.547.5%

畑 95.0

94.2%

3.6

〔農林水産省資料，ほか〕

函館

札幌

釧路

七飯

帯広

美瑛 根室

網走紋別

旭川

稚内

小樽

千歳ニセコ

さっぽろ　お　たる

　ち　とせ

はこだて

おびひろ

び　えい

くし　ろ　

なな　え　

　ね　むろ

　あ　ばしり
もんべつ

わっかない

あさひかわ

知床流氷フェス
しれとこ

あばしりオホーツク
流氷まつり

もんべつ
流氷まつり

層雲峡温泉
氷瀑まつり

そううんきょう

ひょうばく

千歳・支笏湖氷濤まつり
　ち　とせ　　　し　こつ　こ　ひょうとう

さっぽろ雪まつり

小樽・余市ゆき物語
お　たる　　よ いち　　　　　　　　

大沼函館雪と氷の祭典
おおぬまはこだて

旭川冬まつり
あさひかわ　　　　　　　　　　

利尻礼文
サロベツ

　り　しり　れ　ぶん

支笏洞爺

大雪山

釧路湿原

阿寒摩周

知床

大沼

日高山脈襟裳

網走

暑寒別天売焼尻

ニセコ積丹小樽海岸

　し　こつとう　や　

だいせつざん

くし　ろ　しつげん

厚岸霧多布昆布森
あっけしきりたっ ぷ こん ぶ もり

あ　かん　ま　しゅう

しれとこ

おおぬま

えり　も　ひ だか

　あ　ばしり

しょかんべつ　て　うりやぎしり

　　　　　　しゃこたん　お　たる

国立公園

国定公園

おもな温泉

おもなスキー場

世界ジオパーク

知床
しれとこ

大沼
おおぬま 2月に開催される

おもな祭り

さっぽろ雪まつり

空港

1：6,500,000
0 50km

H

w

H

5D
E

釧　路　湿　原
くし　　 ろ 　　しつ　　げん

（牧草地）

（牧草地）

釧 網
本 線せん　

もう

根 室 本 線

ね 　むろ

鶴居村

釧路町
釧路市

つる い むら

くし ろ ちょう

くし ろ

ひ
が
し
く
し
ろ

く
し
ろ

釧路湿原
野生生物保護センター

くし　ろ　しつげん

塘路湖
エコミュージアム

センター

とう　ろ　こ　

温根内
ビジターセンター

おん　ね　ない

釧路市博物館
くし　ろ市役所

釧路港
くし ろ

太
平
洋

た
い

へ
い

よ
う

新 釧 路 川
しん　

　くし
　　 ろ

　　がわ

－2019年－

ヘイケボタル
ミズバショウ

キタサンショウウオ

イトウ タンチョウ

タンチョウ

タンチョウ

北

現在の湿原
昔湿原だったところ
市街地
工業地
森林・その他
国立公園の範囲

　　　　　　しつげん

　　しつげん

　　　　　　　　　　はん い

防災

環境

春(3月～5月）
夏(6月～8月）
秋(9月～11月）
冬(12月～2月）

10.2
17.1

64.1

8.6
%

35.2

14.0
32.0

18.8%

19.2

22.3
32.1

26.4%
45.5

13.0
23.3

18.2%

31.0

22.8%

21.0

25.2

美瑛町
106.1万人

網走市
79.9万人

函館市
340.5万人

ニセコ町
91.5万人

札幌市
626.1万人

び えいあ ばしり

はこだてさっぽろ

〔北海道資料〕

200

100

0

200

100

0
18201095801965

万人

除雪費
人口 億円

年
〔札幌市資料〕

温水
おんすい 冷水

エネルギー
センター

れいすい

北
ほっ

海
かい

道
どう

地方の資料

　 北海道地方（A― B間）の断面図ア

　 県別農業産出額 ―2018年―イ
　 県別工業出荷額 ―2017年―ウ

自 然1

降 水 量2

人口分布3

農 業4 工業・交通5

1月 8月

北
ほっ
海
かい
道
どう
で出荷額が最も多い工

業の分野は何か，ウのグラフ
を見て答えよう。また，その
工業がさかんな理由を●④・●⑦
図から考えて，説明しよう。

地図活用

開
かい
拓
たく
の歴史とアイヌ語地名6 おもな漁港の水あげ量と養

よう
殖
しょく7

石
いし
狩
かり
平野の土地改変8

　 新
しん

篠
しの

津
つ

村の耕
こう

地
ち

面積の変化エ

　 季節別道外観光客の割合 ―2018年―オ

自然を生かした観光9

釧
くし
路
ろ
湿
しつ
原
げん
 ー 日本初のラムサール条約登録湿しっ地ち ｰ11

　 人口と除雪費の変化カ

　 融
ゆう

雪
せつ

槽
そう

のしくみキ

1954年 2018年

1950 年代と現在の地図を比較すると，
石
いし
狩
かり
平野の新

しん
篠
しの
津
つ
村周辺ではどのよう

な変化がみられるか，川や運
うん
河
が
，土地

利用に着目して説明しよう。

地図活用

オのグラフに示された市町村
で冬の道外観光客が訪れると
ころはどこか，●⑨図を見て答
えよう。

地図活用

雪にそなえる札
さっ
幌
ぽろ
市10

144143

北
海
道
地
方
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